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id 会場 天候 年齢 ポジション グラウンド 病名 受傷時間
1 IPUラグビー場 晴 15歳 FW 人工芝 腹部打撲 後半25分
2 赤坂グラウンド 晴 19歳 FW 土 足関節外反捻挫 前半30分
3 赤坂グラウンド 晴 15歳 DF 人工芝 膝打撲 前半20分
4 赤坂グラウンド 晴 17歳 MF 人工芝 大腿外側打撲 後半15分
5 赤坂グラウンド 晴 17歳 FW 土 熱中症 試合前の練習中
6 就実グラウンド 晴 18歳 FW 人工芝 脳震盪 前半10分
7 IPUラグビー場 雨 17歳 MF 人工芝 手部打撲 後半10分
8 赤坂グラウンド 雨 15歳 MF 土 前腕打撲 後半10分
9 瀬戸総合運動場 雨 18歳 GK 土 腹部打撲 後半15分
10 就実グラウンド 曇 16歳 GK 人工芝 膝蓋骨打撲 前半25分
11 就実グラウンド 曇 15歳 DF 人工芝 下腿部打撲 前半25分
12 政田グラウンド 曇 17歳 DF 人工芝 足関節外反捻挫 後半25分
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